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〈指導者の言葉〉 
 

本校では平成 30 年度から実施される『課題発見・解決学習』に向けて，

生徒同士が主体的に学び合う授業実践を積み重ねています。国語科において

は，計画的に書く活動を実施するとともに，毎時間の振り返りを書かせるよ

うにしています。自分の意見や思いを書く際には，読み手を意識させ，根拠

を明確にして書くことや，自分の生活体験と結び付けながら書くことなどを

指導してきました。 

 

本作品は，東京で路上生活者を目にした体験をきっかけに，現代社会の問

題について再度考え直し，よりよい社会にするために，自分には何ができる

のかについて述べた意見文です。自分の実体験から感じたことを素直に表現

されているので，書き手の思いが読み手にストレートに伝わってきます。ま

た，現代社会の問題を他人事で終わらせるのではなく，社会や人の命の価値

について思いを巡らせ，自分自身が出来ることを模索していることが文章中

から読み取れます。「社会を明るくするために，みんなが必要とされる環境

をつくること」の重要性を読み手に実感させてくれる文章です。 

 


